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＜今月の担当：安食美保・森本朋子・奥江真由美＞

水遊び、泥んこ遊び、しらさぎまつりなど、みんなでわくわく体験をしながら、

夏という季節を感じる。

※8月は全クラス統一テーマです。

✿8月のプラン

7日(金) 誕生会

12 日(水)～15 日(土)

夏季家庭保育協力期間

※8月は弁当日がありません

≪園庭開放 19 日(水)≫

＜編集後記＞

毎日、暑い日が続き休憩と水分補給が大切だ

と感じます。先日、息子が部活の試合で 3㍑の

水筒を持参し空にして帰ってきました。保育園

でもこまめな水分補給をしてしっかりとした熱

中症対策が必要だと実感しました。特に子ども

は1日に1000mlの水分を摂取しないとダメだそ

うです。プールに水遊び、虫捕りなど楽しい夏

ですが、子どもたちが快適に過ごせる環境作り

もしなければ…と思います。 （森本）

人間の土台を作る「はじめの 100 か月」 秋保めぐみ

先日、令和８年度近畿ブロック保育研究集会和歌山大会に行ってきました。初日は、

５つの分科会に分かれての研修。２日目は、玉川大学の大豆生田先生による講演。

「子どもが中心の《共主体》の保育へ」―子ども‣保育者‣保護者‣まちがワクワク―。

久しぶりに２日間みっちり勉強しました。特に大豆生田先生の講演は胸に響くものがあ

りました。妊娠してから就学までの人間の土台を作る大切な時期（「初めの100か月の

育ちビジョン」）は、家庭と保育施設等の環境に大きく影響を受けるそうです。①自分

が人から温かくしてもらった経験のある子は、人にも温かくできる②安心して支えても

らえる大人の存在が、子どもの自信と挑戦を支える③夢中で遊ぶ体験が考える力をはぐ

くむ等を踏まえ、これからの社会が輝くかどうかは、今子どもたちが生き生きしている

かどうか、わくわくしているかどうかにかかっていると力強く語ってくださいました。

この考えに深く共感し、その基盤づくりこそが最も重要だと再確信しました。だからこ

そ、保護者の皆様と手を携え、共にその土台を築いていきたいと、改めて強く思いまし

た。

※「はじめの 100 か月の育ちビジョン」とは、母親の妊娠期から幼保小接続の重要期（おおむね５歳
児～小１）まで、約 94～106 か月を指し、この時期の環境と関わりに注目しています。

～楽しい水遊びの様子～

～しらさぎまつり～ 安食美保

日程：8/26(水) すみれ・ばら・ゆり組
8/27(木) もも・さくら組

みんなが大好きな“しらさぎまつり” 今年はゆり、

ばら組合作の「おみこし」登場で始まります。6つの遊び
コーナーがあり、食べ物コーナーは今年もゆり組さんの

手作りです。ゆり組さんは店番をしておまつりを盛り上

げてくれます。毎年、保護者の方のお手伝いもあり大変

助かっています。まだまだお手伝いを募集しています‼

7月から始まった水遊び。プールに泥んこ遊び、色水や洗濯ごっこなどの遊びをめいっぱい

楽しんでいます。そんな各クラスの様子をお知らせします。

たんぽぽ組 森 友美

一人ずつタライに入って水遊びをしています。

初めての水遊びは、緊張気味でしたが少しずつ慣

れてきました。両手で水面をパチャパチャ。顔に

水がかかってもへっちゃらです。魚のおもちゃや

ぞうさんのジョウロで水を流して遊んでいます。

これから水風船や水鉄砲でも遊び、初めての経験

をいっぱいしていきます。

もも組 奥江真由美

待ちに待った水遊び。当日は、子どもたち

もルンルンで準備をしてプールの周りに行く

と水面に浮かんでいるジョウロやおもちゃに

手を伸ばしていました。ジョウロで水を流し

て楽しむ子、バケツで豪快に水をひっくり返

す子、水面をパシャパシャと叩き水しぶきが

あがるのを楽しむ子とそれぞれに水に触れ夏

ならではの遊びを満喫しています。

さくら組 大久保愛実

暑さが本格的になり、子どもたちは水遊びを楽

しんでいます。水をすくったりかけたりしなが

ら、水の冷たさや気持良さを感じています。友だ

ちや保育者と水をかけ合い、顔に水がかかっても

気にせず笑顔。少しずつ水に慣れて元気いっぱい

楽しむ姿が見られるようになりました。これから

も安全に気を配りながら楽しんでいきます。

すみれ組 沖本眞希

水遊びや泥んこ遊びが始まり子どもたちは

毎日わくわくしています。水鉄砲やバケツを

使って水のかけ合いを楽しみプールの中で寝

転んだり好きなおもちゃで遊んだり…。全身

に水を浴びてダイナミックに楽しんでいま

す。また泥んこ遊びでは大きい山を作ったり、

泥水に寝転んだりと伸び伸び元気いっぱい遊

んでいます。

ばら組 森 日苗

先日、泥んこ遊びをしました。普段できない遊

びのため喜んでいましたが、手を水たまりに浸け

たりスコップで泥をすくったりと控えめに遊ぶ

みんな。そこで保育士が「足に泥かけちゃお！」

と見本を見せると「私も！僕もやる！」と足を泥

に埋め始め、最終的には寝転んだり友だちに泥を

つけたりして夏にしかできない泥んこ遊びを楽

しみました。次回も思う存分楽しみます！

ゆり組 岡田奈弓

大きなプールに入るのを楽しみにしていたゆ

り組っ子。「つめたい～！」と嬉しそうに水の中

に入っています。宝探しやワニ歩きなど、楽しく

遊びながら、顔つけができるように練習していき

ます。水遊び、泥んこ遊び、ボディペインティン

グなどをして、暑い夏を元気にのりきります。


